The Passage of the Japanese Envoys to the Tang Dynasty : With a Special Reference to the Great Canal by 中村 太一
遣唐使の道一大運河を中心に-
中村　太一
1　中国大陸へ
遣唐使の渡海ルートには北路･南路･南島路がある｡このうち北路は倭王権と親密な関係にあ
った百済を経由するルートで､朝鮮半島から山東半島を目指す｡これは比較的安全なルートであ
ったが､ 7世紀代の動乱の結果､新羅が朝鮮半島を統一すると､日本は渡海ルートの変更を余儀
なくされた｡その新しいルートが南路であり､五島列島付近から直接､中国大陸を目指すという
ものである｡本報告では､史料が比較的よく残っているこの南路のルートを検討する｡なお最近
の研究では､南島路は南路から南に流された場合の緊急避難的なルートであり､意図的な渡海ル
ートではなかったと考えられている〔東野2007〕｡
それでは南路(往路)を採った場合､大陸のどこを目指して出航したのであろうか｡ 8世紀以
降の遣唐使で､その漂着地点が記録されているものは次の通りである(丸数字は図1に対応)｡
大宝2 (702)年発-楚州塩城県(江蘇省塩城①)
天平5(733)年発一蘇州(江蘇省蘇州②)
宝亀8(777)年発一第1 - 3船:揚州海陵県(江蘇省如来県付近③)
第4船:楚州塩城県(江蘇省塩城①)
延暦23(804)年発･一第1船:福川長渓県赤岸鎮(福建省霞浦県④)
第2船:明州(新江省寧波市⑤)
承和5(838)年発一第1 ･ 4船:揚州海陵県(江蘇省如東県付近③)
第2船:海州(江蘇省連雲港市⑥)
このように漂着地点は､北は山東半島南側の連雲港市付近から南は福川市付近まで､東シナ海
沿海域に広く分布している｡しかし､延暦度の遣唐使は大きく南に流されたふしがあり､それを
除くと長江下流域､とくに長江北岸地域を中心に分布していることが分かる｡なかでも塩城(①)
と海陵(③)は2回ずつ着岸しており､この付近が目標の中心であったことを物語っていよう｡
当時の航海術では厳密に着岸地点をコントロールできなかったものの､おおよその目標として長
江北岸地域を目指したと考えて良いのではなかろうか｡
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2　揚州へ
1 )長江北岸から揚州へー『入唐求法巡礼行記』から一
長江北岸から揚州までのルートを詳細に記録している史料として､円仁の『入唐求法巡礼行記』
(以下『行記』)がある｡とくに上陸直後で何もかもが珍しかったのか､この付近の記録は交通シ
ステムから旅行中のトラブルまで詳細な記述が多い｡そこで､ 『行記』の記述から旅の様子を追
いかけてみたい(図2)｡ただし上陸地点やその直後の記述は難解で､かつ円仁自身が得た情報
に混乱があるようにも見受けられる｡そこで､最初の確実なポイントとして掘港庭からスタート
することにしたい｡
【承和5年(開成3年･838年)】
7月3日:掘港庭に赴く｡
7月14日:県州の迎船来たらざる為に､大便一人､判官二人､録事一人､知乗船事一一人､史
あわ†十ゆ
生一一一人､惣て押入､水路より県家に向かってまく｡
掘港庭は､現在の如東県掘港鋲にあたる｡地名が共通するほか､ 『行記』に記載がある国活寺
の遺跡が付近に存在するので､まず間違いはない｡
その掘港庭にとりあえず落ち着いた遣唐使一行であるが､揚州や海陵県からの迎えが来ないの
でおそらくはしびれを切らしたのであろう､ 10日あまり過ぎた7月14日､大便以下首脳部が先発
隊として海陵県に出発する｡このとき､円仁自身は据港庭に残留している｡
ともじよこうひき
7月17日:射手大宅宮継､押官等十余人と与に如皐鎮家より肘余の草船を将いて来る｡即ち
大使は昨日鋲家に到れることを聞けり｡
7月18日:巳時(10時)､録事以下､水手巳上は水路より州に向かって去く｡水牛二頭を以
って冊余栃を繋ぐ｡或いは三根を編して-船と為し､或いは二隻を編して-船と
-)なひ7)
為し､縄を以って之を続ぐ｡ [中略]掘溝は寛さ二丈余あり｡直流にして曲るこ
これ
となし｡是即ち隅の揚帝の掘れる所なりと｡雨下りて辛苦なり｡流れ行くこと珊
余里(約17km)､申時(16時)､郭補村に到りて停泊す｡
3日後､先発隊の一一部が唐の役人と共に如皐鎮家(如皐市)より戻り､翌18日ようやく出発の
目をむかえる｡なお､この目の宿泊地となった郭補村は馬塘鋲かといわれる〔徐･鈴木1996〕が､
根拠等の詳細は不明である｡
この日の記事には､水牛を用いた運河航行システムと､運河そのものの記述がみられる(図3)｡
水牛を用いた航行システムは､ 40数隻の船をつないで､水牛2頭で引っ張るというものである｡
｢或いは三根を編して-船と為し､或いは二隻を編して-船と為｣すというのは､おそらくは3
隻を横に並べて繋いだものと2隻を並べたものを縦に交互に連結したものであろう｡それを､両
岸1頭ずつの水牛に引っ張らせたものと考えられる｡
また運河の幅は2丈-約6mあり､直線的であるという｡この路線を情の腸帝が建設したとい
うのは眉唾物であるが､運河建設-腸帝という図式が既に成立していたことが興味深い｡
ひよも~JがJ)
7月19日:水牛前に索きて進発す｡ [中略]午時(12時)､臨河倉舗に到る｡竜夜進行す｡
7月20日:未時〔14時〕､如皐の茶店に到りて暫く停まる｡ [中略] E]疲れて行かず｡元に於
(22)遣唐使の遺一大運河を中心に一(中村)
いて停泊す｡
19日に通過した臨河倉舗は丁堰鋲かとされる〔徐･鈴木1996〕が､やはり詳細は不明｡あしか
け3日かかって､ 7月20日午後､ようやく如皐に到着した｡
7月21日:卯時(6時)､大使以下共に発して去く｡ [中略]鎮家より(海陵)県に向かうこ
と二百廿里(約120km)なり｡ [中略]申終(17時)､延海郷延海相に到って停泊
す｡ [中略]半夜発して行く｡
あけがf_
7月22日:平明､諸船は水牛を繋ぎ素かしめて去く｡ [中略]千時(24時)､村に到るも未だ
其の名を知らず｡諸船は此に於いて宿任す｡
7月23日:卯時(6時)､発して去く｡ [中略]辰時(8時)､前途に塔を見る｡ [中略]進行
すること久しからずして､海陵県の東頭に到る｡ [中略]暫く行きて県の南江に
到る｡県令等迎えて西池寺の橋前に来る｡大便･判官･録事等は､船を下りて陸
-)しよ/lえきるがくな1'
に就き､寺裏に到って宿住す｡ [中略]但し請益(円仁) ･留学僧(円載)は猶
船上に在り｡
翌21日､先発した首脳部と共に如皐を出発｡やはりあしかけ3日の航行で､海陵県(泰州市)
に到達する｡途中の記事に登場する｢延海郷延海相｣は全く不明である｡
なお､ 23日の記事には｢(海陵)県の県の南江に到る｣とあり､運河が県城の南部を通過して
いたことが判明する｡一万､現在の｢新通揚運河｣は泰州市の北郊を東西に走っており(図2の
点線)､この記事と矛盾する｡ ｢新通揚運河｣は､ ｢通州と揚州を結ぶ新しい運河｣の意であるか
ら､旧運河も存在した｡それが図2に実線で示したルートで､ ｢老通揚運河｣と呼ばれている｡
この｢老通揚運河｣はまさしく泰州市の南に到達するので､円仁たちが通ったのも､おおよそこ
のルートであると考えて大過ないであろう｡
また､この日の最後に記された｢大便たちはと陸して寺に宿泊したのに､自分たち(円仁と円
戟)は船の宿泊となった｣という記事も面白い｡おそらく円仁は不便な船上に残されたことが不
満だったのであろう｡やや恨みがましい想いが伝わってくる｡
こ′)とも
7月24日:巳時(10時)に至る比､大使以下は寺を出て船に駕して同共に発して去く｡ [中
略]申時(16時)､宜陵館に到る｡此は是往還する官客の人を侍供する処なり｡
准判官藤原貞敏､卒爾に下痢せるに依り､諸船は此の館前に於いて停泊す｡
7月25日:寅時(4時)､発して去く｡人々痢を恩いて､行船は-准ならず｡ [中略]海陵県
r-･卜･
より宜陵館を去りて五十里(約30km)静､州(揚州)を去ること六十五里(約
36km)なり｡未時(14時)､禅智橋の東側に到り停留す｡ [中略]橋より西行す
ること三里(2km弱)にして揚州府あり｡ [中略]申時(16時)､発して去く｡
[中略]申畢(17時)､東郭水門に行く｡酉時(18時)､城の北江に到り停留す｡
翌24日､遣唐使一行は海陵県の長官等と共に出発､夕方に宜陵館(宜陵鎮)に到着する｡ ｢館｣
は､この記事にもみられるように公務旅行者に宿泊等のサービスを提供する施設である｡
24日から25日にかけては､下痢で苦しむ-一行の様子も記載されている｡中国に行った経験があ
る人はすぐに気がつくと思うが､この原因は､水か食事の相違によるものであろう｡大陸の水は
硬水で生水を飲むと確実に腹を下すから､地元の人達は必ず湯を沸かして飲む｡一方､日本は軟
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水なのでそのまま飲むことも多い｡そういった水に対する習慣の違いが原因ではなかろうか｡あ
るいは､油を多く使用する中華料理に慣れていなかったゆえだろうか｡
そして25日午後に揚州に到着､夕方には城内に入ったo　この目の円仁等は船上泊であったが､
翌日からは揚州城内の宿泊施設に移っている｡
2)揚州という都市- ｢交通｣の視点から
揚州という都市を交通という視点､とくに｢ターミナル｣というキーワードからみてみると､
R本の遣唐使に関わって二つの性格があることに気づく｡一つは国際交通のターミナルという性
格であり､それがゆえに日本の遣唐使の受け入れ窓日にもなっているというものである｡
まず､揚州は長江と大運河の交点に位置し､華北や江南､南シナ海沿海域とは大運河を通じて､
内陸部の四川地域などとは長江を通じて連結している｡このため揚州は､中国国内の交通ネット
ワークにおいて､有力な｢ハブ｣の-一つになっている｡
またこれらのルートは､国内のみに閉じていたわけではなかった｡ 『行記』承利6年(開成4
は[J                                     Lパ,/L(I
年･839年) 1月7日条にみえるように､揚州には波斯国(ササン朝ペルシャ)や婆国(占婆固､
インドシナ半島)の人々が居住していた｡彼らは､まとまった額の献金をしていることから単な
る旅行者などではなく､同国人コミュニティを揚州に築いていたとみられる｡そして彼らは､イ
ンド洋から南シナ海を経て､杭州から大運河に入るという水上交通路によって本国とつながって
いたとみられる｡
同様に新羅人のコミュニティや集落が､山東半島から楚州にかけて分布していることが知られ
る｡残念ながら揚州における新羅人コミュニティは確認できないが､楚州は人運河によって揚州
と直結している都市である｡したがって､新羅人たちが揚州にいたるまでネットワークを拡げて
いた可能性は大いにあろう｡
このように波斯人や占婆人､新羅人は､現地コミュニティを築くほど揚州や楚州に根をおろし
ていた｡当然のことながら､彼らの｢同線｣は太く堅牢であったと考えられる｡つまり揚州は､
日本遣唐使うんぬん以前に､国際交通のターミナル-集散の中心地だったのである｡一一一･万､日本
が揚州に連結していたのは20年に1回程度の遣唐使だけであり､国際ネットワークの中では日本
ルートが最も細く脆弱であったoというよりは､揚州が国際交通のターミナルであったからこそ､
たまにやって来る日本遣唐使の受け入れ窓口にもなったと表現した方が嗣在であろう｡我々日本
人は日本遣唐使を中心に捉えがちであるが､国際社会の中における相対的な位置づけについても
正確に理解しておく必要があると思う｡
揚州に関する第二の性格は､日本遣唐使の大半のメンバーにとってのターミナル-終着駅であ
ったというものである｡例えば宝亀8(777)年発の遣唐使の場合､交渉の未､長安への上京許可が
出たのは43人-約1割にとどまっている｡この時期は安史の乱の後にあたり､唐の財政問題から､
上京人数の交渉がかなりシビアなものになっていた｡しかし盛唐期にあっても､上京できたのは
多くても20-25%程度ではなかろうか｡すなわち8-9割方の遣唐使随行員にとっては､揚州が
ターミナル-終着駅だったのである｡
また後述するように､長安では欲しい文物を人手できなかったという理由で､遣唐使首脳部が
く24)遣唐使の遺-大運河を中心に- (中村)
帰国直前に揚州へ買い物の使者を派遣している例がある｡文物の入手という点でも､日本にとっ
て揚州は重要な土地だったのである｡この点から､唐から輸入した文物(例えば正倉院宝物の　一
那)の中に､揚州やその周辺で入手したものが含まれている可能性が考慮されよう｡
我々日本人は､遣唐使一一一行が全員長安に行ったとなんとなく思いこんでいないだろうか｡ある
いは唐から輸入した文物のほとんどは､長安や洛陽などで入手したと思いこんでいないだろうか｡
しかし､例えば鑑真が揚州の高僧であったことも含めて､日本遣唐使に最も縁が深い都市は､実
は揚州だったのである｡
3　中原へ一大運河の旅-
1 )揚州から楚州へー『入唐求法巡礼行記』から一
揚州から長安へと京する遣唐使首脳部や留学生たちは､いわゆる大運河､もしくはその側道を
使って黄河流域に向かったと思われる｡このうち楚州(准安市)までの運河は現在でも実際に使
われており､また『行記』にも揚州からの帰回路として記載されている｡そこで､まずは楚川ま
でのルートをみてみたい(図4)｡
円仁は､唐に対して再三にわたって天台山行きなどを申請したがその願いは叶わず､上陸した
翌年の2月に遣唐使一行と共に帰国の途につくこととなった(実際にはこの後､山東半島で船に
乗り遅れたふりをして､以後約10年にわたって在唐する)｡唐が用意した帰国船は山東半島から
出港することになっていたので､円仁等は大運河を北上して楚州-､そして准河を下って山東半
島へ向かった｡
【承利6年(開成4年･839年)】
よ
2月20日:公事未だ備足せざるに縁り､進発するを得ず｡午時(12時)､先に入京せる使内
の監国信春遺稿禰永蔵､雑便山代吉永､射手上教継､長峯判官の使徒白鳥､村清､
清琴等十余人一一船に乗って来たる｡便ち大使等､今月十二日を以って楚州に到り
住するを聞けり｡上郡は売買するを得ざるに縁り､便ち前の件の人等を差わし､
雑物を買う為に来たる｡ [中略]勾当軍将王友真は､相随って楚州に向かって去
く｡永蔵等に売することを許さず｡即ち鼓を打って発してまく｡未時(14時)東
郭水門を出ずる｡久しからざる間に第四舶の監国信並びに適事､勅断の色を買う
に縁り､相公は人を交わして来喚す｡便に随い州に入って去けり｡諸船は禅智寺
の東辺に到りて停任す｡便ち寺に入って巡礼せり｡暁際､第四舶の通事､知乗等
(1l/
は免れて超り来たる｡長官の使徒白鳥､活写､長琴､留学等四人､香･薬等を買
うが為に船を下りて市に到る｡所由の為に勘迫せられ､二百余貫の銭を捨て逃走
し､但三人のみ来たる｡
2月20｢上揚州残留組が出発する予定であったが､公的な手続きの遅れのため足lLめされるこ
ととなる｡その日の正午頃､遣唐使首脳部が派遣した使者が揚州に到着する｡これは､楚州まで
戻ってきていた首脳部が買い物のために派遣したもので､長安では文物の購入ができなかったた
めである｡ただし揚州の役人は購買を許可せず､牛後2時頃､ようやく出発することになった｡
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しかし､直後に一部の随行員が輸出禁制品を購入したことが発覚し､関係者が揚州府に召還され
る｡このため一行は､わずか2kmほど東に進んだ禅智寺付近で再び足止めされることとなる｡
もっとも円仁自身は､これ幸いとばかり禅智寺を巡礼しているのが面白い｡連行された随行員は､
夕方に船に戻ってきた｡
興味深いのは､この間に､先の首脳部が派遣した買い物係が香･薬等を買うために市に向かっ
たことである｡仲間が同様な件で取り調べられているというのに､性懲りもないというべきか､
大した執念と評するべきか｡いずれにしても､それだけ文物購入が遣唐使の重要な使命となって
いたことを示すものであろう｡
ちなみにこの一行は､結局のところ唐の官憲に捕まりそうになり､ 200貫(20万枚)以上もの
銭を捨てて逃げ帰る羽目になる｡大金をあっさり捨てたことも面白いが､それだけの銭をどうや
って持ち運んだものかがそもそも分からない｡例えば｢開元通宝｣は1枚が3.75gあるので､銭
20万枚の全重量は750kgに達する｡これは､ほぼ軽自動車1台分に相当する｡したがって､官憲
に追いかけられた際に捨てて逃げざるを得なかったことはよく理解できるが､その運搬方法が分
からない｡あるいは､市までは荷車を借りるなどして行ったのであろうか｡
2月21日:早朝発してまく｡ [中略]江陽県廻船堰に到って夜宿す｡
2月22日:辰時(8時)発す｡ [中略]暫く行きて常自堰の常自櫓下に到って停留す｡暮際
また
且発し､夜に入りて暗行す｡亥時(22時)､路巾駅に到って宿住す｡
さて､文物購入をめぐる操め事はこの後も数回持ち上がるがそれは省略し､本題に戻ろう｡翌
21日の早朝にようやく進発し､その日は江陽県廻船堰(位置未詳)で宿泊｡翌朝､常白堰(那伯
鎮)を通過する｡
このうち召侶自鋲には､現在も郡伯間が存在する(写真1)｡堰･間は､訓読みでは共に｢せき｣
と読む｡いずれも水をせき止める設備で､一種のダムである｡なぜ運河に交通を阻害するダムを
築いたかというと､水量を-一定に保つためであった｡例えば後述する湘可(黄河-准河間)は､
上流となる黄河の影響を受け､乾期には航行を停止せざるを得なかった｡そして開通期間中も､
港概用水としての使用を禁ずる法令が度々出されている〔青山1963〕｡
堰は､完全にせき止めてしまう構造の施設で､船は堰の上に引っ張り上げたり､降ろしたりし
て越える｡一方､間は､上流側と下流側に2つのダムを築いたうえで各々水門を設けて水路で結
び､水位を上下させることによって越船させるシステムである｡要するにパナマ運河方式の｢せ
き｣であるが､この場合､運河の流下が一方向なので､ポンプで水を汲み上げる必要はない｡
実は筆者は､この現在の那伯間に宿泊をして現地調査を行ったことがある｡それについては既
に報告している〔中村1997〕ので､興味がある方はご参照いただきたい｡なお､この日に円仁等
が宿泊した路巾駅は､現在の露筋鋲にあたる｡
2月23日:早朝発す｡辰時(8時)､高郵県に暫く駐る｡北､楚州の宝応県界を去ること五
十五里(約30km)､南､江陽県界を去ること肝二里(約18km)なり｡揚州の東
郭水門を出で､禅智寺の東より北に向かって行くなり｡戊時(20時)､宝応県管
内行賀橋を過ぎ､暫く行きて即ち停る｡丑時(2時)､発して行く｡
2月24日:卯時(6時)､宝応県白田市に到る｡ [中略]辰時(8時)､宝応県に到って停駐
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す｡近側に安楽舘あり｡南､揚州高郵県を去ること一一一百廿里(約66km)､北､楚
州を去ること八十里(約44km)なり｡午時(12時)､山陽県に到る｡州を去るこ
と六十五里(約36km)なり｡申後(17時)､楚州城に到る｡ [中略]請益･留学
僧等は､暮際舘に入り大使､判官等と相見ゆ｡ [中略]語話の後､開元寺に入り､
厨庫の西の亭に任す｡
翌23日朝､高郵県(高郵市)を通過､夜にいたって行賀橋付近に停泊するが､深夜にまた出航
いt,
したらしい｡ 24日早朝に白田市を通過､宝応県に到って暫く停泊｡正午頃に山陽県(山陽鎮付近)
を通過し､その日の夕方､楚州に到着した｡円仁等は楚州開元寺に宿泊している｡
この後､円仁等は准河を下って山東半島に向かうが､洛陽･長安への道は､逆に准河を遡って
くい
肝胎県に到り､そこから再び大運河(洋河)に入るというものになる｡なお現在の准河は､肝胎
と涯安の間で南に向かい長江に合流しているが､当時は楚州からそのまま北東流して黄海にそそ
いでいた｡
2)汗河の復原
黄河と涯河の流域を結ぶ大運河は､隔揚帝が｢造った｣とされるものとして著名である｡これ
へんが
には様々な呼称があるが､本稿では､最も多く使われ､また一般的に通用している｢汗河｣とい
う呼称を使用することにしたい｡
さて現在､汗河そのものはほとんど残っていない｡そこで､どこを通っていたのかを押さえる
ために､唐～末代に著された地理書や旅行記録にみえる通過ポイントをまとめてみたのが表1で
ある｡ちなみに『東南録』は､唐代の思想家･李朝(772-836)が､元和3年(808)に長安か
ら広州に赴いた際の記録｡ 『元和郡県図志』は､李吉甫(758-814)が記した地理書｡ 『参天台五
台山記』は､平安後期の日本天台僧･成尋が1072年(延久4)に入宋巡礼した際の日記｡ 『太平
婁宇記』は､楽史が太平興国年間(976-984)に完成させた地理書である｡
これらの記録を表のようにまとめてみると､唐-末代の諸記録に見える汗河の通過ポイントは
ほぼ一致する｡それを地図に落とすと､おおよそのルートは図5のようになる｡
ところで筆者は､ 1995年に行われた｢平成の遣唐使踏査隊｣ (朝日新聞社･日本歩け歩け協会
共催)に学術班員として参加し､都伯間や湘可などのフィールドワークを行った｡その際に､こ
の推定ルート上のいくつかの地点において､湘町やその堤防の痕跡とおぼしきものを見出すこと
ができたので､いくつか紹介したい｡
写真2は､潤県の西方で､カマボコ状を呈する堤防痕跡らしきものを車中から撮影したもので
ある｡残念ながら潤県一宿州間は｢治安上の理由｣で歩行を禁じられ､バスでの移動だったため
正確な場所は不明である｡
写真3は､宿州東方の道路工事現場の様子であるが､土の色が極めて白いことが注目される｡
地元の方の話によると､旧道河上にはこのような白い土砂が堆積しているとのことである｡これ
は､水を黄河から引いたために堆積した黄砂の層であろう｡
写真4-9は､宿州西方(百善付近)で発見した､道路の北東側に並行する断続的な痕跡らし
きものである｡写真4は､写真2と同様なカマボコ状の痕跡で､写真5のように畑の一部が盛り
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上がっているタイプもある｡
写真6は､土取穴の断面に台形状の堆積が認められるもので､堤防断面の一部と推定される｡
その運河側には白い土が堆積しており(写真7)､先の工事現場での話と合致する｡さらには､
上取穴の一部が採掘されないまま堤防状に残っているケースもある(写真8 ･ 9)｡これについ
て作業員の方に話しを尋ねてみると､ ｢この部分はとても固くて土質も違うので採取をやめた｣
とのことであった｡おそらくは堤防ゆえに強固に造った結果､非常に固くしまった士になってい
るのであろう｡ちなみに､以ヒのような土を取った後の穴は､水を入れてウナギの養殖に使うそ
うである｡
そして今回､このような痕跡がリモートセンシングによって確認できないものかと考え､日本
の地球観測衛星｢だいち(ALOS)｣の観測データを観察してみた｡使用したものは､ ALOSが搭
載する3つのセンサのうち､可視光線と近赤外線を観測するAVNIR-2 (高性能可視近赤外放射計
2型)の観測データである｡ AVNIR-2は､直下視の地上分解能が10mで､赤･縁･青の可視光帯
の電磁波(光)のほか､近赤外線の波長帯も同時に撮影しているセンサである｡
なお本稿に掲載した衛星写真は､可視光線のうち赤の帯域をはずして､代わりに赤外線観測デ
ータをあてた｢フォールスカラー｣と呼ばれるタイプのものである｡つまり簡単に言えば､赤く
表示されている部分が赤外線をよく反射している地域､黒く写っているのが赤外線を吸収してい
る地域となる｡なぜ可視光線観測データをそのまま再現した写真を使わず､フォールスカラーを
用いたかというと､植物が生えている耕作地･森林(赤外線を反射)と､水城(赤外線を吸収)
をはっきり区別するためである｡可視光観測データでは､この両者はどちらも深緑から黒に見え
てしまい､区別がつきがたい｡一万､フォールスカラーを用いると植物は赤く､水城は黒く反映
されるので､はっきりと区別することができるのである｡
さて結論からいえば､福川一永城-商丘-寧陵-推県の区間で湘可の痕跡と思われる地割を断
続的に確認できた｡ただし紙数の関係もあり､ここでは代表的なものを紹介することにとどめた
い｡
まず図6は､宿州市西北郊の観測データである｡旧師可上に造られている直線的な街道の両側
に､道路と並行して走る地割(赤のライン)や､水路(A-C)が認められる｡ほとんどの痕跡
は､このようなタイプのものである｡
図7は､永城県東南郊のもので､面白いのは街道を挟んで両側に拡がる池の中に地割痕跡が見
えている点である｡池の形状の一部も､旧師可の影響を受けているようにみえる｡この池の地割
で､観測データから幅員を計測してみたところ､ 238m(±10m)という数値が得られた｡ ±10mと
いうのは､ AVNIR-2の分解能が10mであるため､どうしてもその分の誤差が含まれてしまうから
である｡
図8は､図7の延長で永城県の西北郭にあたる｡太い赤線で示したD-Gは極めて明瞭に残存
している耕作地中の地割である｡このうちD-E間の幅員を同様に計測してみたところ､ 175m
(±10m)という数値が得られた｡
図9は､さらにその北西方向への延長部分である｡同様にH-Jの明瞭な地割が観察できるほ
か､道路が北東側に湾曲している部分では､直線道路の延長にあたる旧道(K)や､それと並行
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する水路(L)が認められる｡やはり同様に､ Ⅰ-J間の幅員計測では201m(±10m)という結果
になった｡
ちなみに『元和郡県図志』巻五河南府河陰県汗渠条には､ ｢大梁(開封)の乗より汗水を引き､
潤に入り､涯に達し､江都営(揚州)より海(長江)に入る｡またこれを御河という｡河畔､御
/)
道を築き､樹えるに柳をもってす｣とある｡この記述と今回の計測データから､御河-運河と御
追-側道の両者を合わせた全幅が200m前後あったのではないかと考えられる｡
なお､推県から開封を経て黄河にいたる区間については､フィールドワークにおいても､衛星
観測データに関しても､痕跡らしきものは全く見つけることはできなかった｡黄河等の氾濫原と
なる地域でもあり､堆積が進んで痕跡が全く消滅したものであろうか｡
4　開封と長安の間-2つの可能性-
1 )全行程陸路の場合- 『入唐求法巡礼行記』から一
開封と長安の間については､日本遣唐使がどのようなルートを使ったかをはっきりと示す史料
がない｡このうち洛陽一長安間は､おそらくは陸路を使用したと推測されるが､開封一洛陽間に
ついては水陸双方の可能性がある｡
陸路の可能性を示す史料はやはり『行記』で､会昌の廃仏のために帰国を余儀なくされた円仁
が使用したルートである｡かなり慌ただしい帰国となったためか､その記述は極めて簡略である
が､長安から津川(開封市)までは陸路､そこで船を雇って汗河を下り､溝川(日刊台付近)に至
ったことが窺われる｡
【承和12年(会昌5年･845年)】
5月15日:また寺(長安の資聖寺)に入り､文書･寵駄等を検校す｡雲栖座主もまた寵駄を
f)い
勾当して排比す｡身に随いて将ち去くを得ざるを恐る｡晩際に城を出ず｡ [中略]
李侍御(李元佐) ･栖座主は同じく相送り､春明門(長安東城壁の中央門)外に
かえん
到って茶を喫す｡ [中略]楊卿(楊敏之)の便および李侍御は帰り去るを肯じず｡
相送って長楽城頭に到る｡城を去ること五里なり｡一店裏に一夜同宿して語話
す｡
5月16口:早朝相別れて発し､唐僧十九人と同行す｡晩際､昭応県(臨撞)に到りて宿す｡
5月22日:撞関を過ぐ｡
6月1日:東都(洛陽)の崖太博の宅に到り､楊卿の書を送る｡
6月9日:鄭州刺史･季舎人の処に到る｡
6月13日:津川に到る｡節度副使斐郎中の処に楊郎中の書状あり｡ [中略]斐郎中は存間慰
熱なり｡便ち行官一人を差わして専ら勾当し､股して発送せしむ｡ [中略]斐郎
中は船を雇いて､直ちに陳留県の西泊上に到り､県の牒を待つ｡未だ来たらず｡
官私の雑載船に縁り､相待つに及ばず､前に発して去く｡湘可の路次は毎県自ら
船を雇うを免れず｡
6月22日:溝川に到る｡
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長安で｢寵駄｣､つまり駄馬かロバに積む荷物を用意していることや､昭応県や連関といった
通過ポイントから､当初は陸路をとったことが判明する｡一一万､汗州からは船を利用したことが
明記されている｡
2 )開封一洛陽間が水路の場合一宿煩帝の大運河一
階楊帝が造ったとされる大運河は､例えば『隔書』大業元年3月辛亥条に｢河南諸郡の男女百
一)うさいさよはんLよ
余万を発し､通済渠を開く｡西苑(洛陽)より穀(谷水) ･洛水を引き河(黄河)に達し､板渚
より河を引き准(涯河)に通ず｣とあるように､洛陽が起点となっている｡このため､日本遣磨
使も洛陽まで水路を利用し､以後長安までは陸路をとった可能性も考慮される｡
ただし各運河と黄河の間の乗り換えは､両者の水位の違いによって技術的に難しい面があり､
時間もかかったらしい〔青山1963〕｡あくまでも推測に過ぎないが､人間が中心で､米穀のよう
な重量物を持参しなかった遣唐使の場合､水路にこだわる理由はあまり考えられない｡したがっ
て､先に見た陸路の可能性が高いのではないかと思われる｡
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表l　汁河の通過ポイント
河南省 劔劔刪ﾀ徽省 
河陰県 做(ﾊr開封市 )zr符県 Hﾊr寧陵県 傅HｷXﾊr- 侈r宿州l打 Hﾊr- 仂ﾉ侈r               
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元利郡県ヒ礼t:. ﾘﾊr  况亶Xﾊr 朱城県  偬咽"虹県 凩Xﾊr           
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図1南路(往路)の漂着地点
図2　長江北岸から揚州へ
(32 )遣唐使の道一大運河を中心に- (中村)
図3　"牛に引かれて揚州まいり"
図4　揚州から楚州へ
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図5　汁河の通過ポイント
図6　衛星観測データにみる汁河の痕跡① (宿州市西北郊)
図7　衛星観測データにみる沖河の痕跡② (永城県東南郊)
(34 )遣唐使の道一大運河を中心に- (中村)
図8　衛星観測データにみる沖河の痕跡③ (永城県西北郊)
図9　衛星観測データにみる汁河の痕跡(彰(永城県西北郊)
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写真1　郡伯間
写真2　氾県西郊の堤防痕跡
(36 )遣唐使の道一大運河を中心に一(中村)
写真3　宿州東郊の街道
写真4　宿州西郊の堤防痕跡①
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写真5　宿州西郊の堤防痕跡②
写真6　宿州西郊の堤防痕跡③A
(38 )遣唐使の道一大運河を中心に- (中村)
写真7　宿州西郊の堤防痕跡③B
写真8　宿州西郊の堤防痕跡④A
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写真9　宿州西郊の堤防痕跡④B
(40)遣唐使の道一大運河を中心に- (中村)
